
調査書の記入について

ア 在籍学校の第３学年の成績及び欠席の記録は，出願時のものとします。

イ 「(3)特別活動の記録」については，該当する欄に〇印を付してください。

ウ 「(5)行動の記録」は，すべての項目について（３：優れている，２：普通，１：劣っている）のいず
れか該当する評価の番号を記入してください。

エ 「(7)主体性を持って多様な人々と協働して学んだ記録」は，実際に行った活動について記入して
ください。「多様な人々」とは，世代の異なる人や外国人などのほかに，先生や同級生を含めて考え
てもかまいません。また，他の項目「(4)特別活動に関する事実及び所見」と重複する内容があって
もかまいません。同様に，「(2)総合的な学習の時間の記録」や「(6)部活動・特技等の記録」との
重複があってもかまいません。例えば，ボランティア活動，クラブ活動などが該当します。

（記入例）
● ボランティア活動において，地域の人々と協働しながら，率先して清掃活動を行い，ボランティア
活動の意味を理解した。

● 夏休みに語学留学し，積極的に他国の人々と交流を行い，国際感覚を身につけることの大切さを認
識した。

● ○○部の活動で，チームワークの大切さを認識し，○○大会で活躍した。

● ○○委員会の会議で，積極的に意見交換し，様々な価値観をもつ人がいることを学んだ。

● 職場体験で，社会人との積極的な交流をとおして，働く事の大切さを学んだ。

オ 「(10)その他の事項」欄に記入する事項がない場合は，斜線を引いてください。

　新型コロナウイルス感染症の影響により，中学校等における臨時休業や大会，資格・検定試験
の中止等を踏まえ，「(4)特別活動に関する事実及び所見」「(6)部活動・特技等の記録」「(7)主体
性を持って多様な人々と協働して学んだ記録」等記載できない場合は，その理由を付した上で，
当初参加を予定していた大会名や資格・検定試験名などを記入してください。
（記入例：「○○○に参加予定であったが，新型コロナウイルス感染症の影響により中止。」）
　なお，特別活動や部活動・特技等の記録の記載が少ないこと等をもって，特定の志願者が
不利益を被ることがないよう取り扱います。




